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ドリーム＆チャレンジ！ ～あいさつ・はっぴょう・なかまとじぶん～  （文責:校長 菅家 篤） 

 

 

 

 ７日の全校朝の会において、１年生の表現活動 

（音楽で学んだ歌）の発表がありました。一人一 

人が元気に大きな声で発表してくれました。 

表現活動の発表の後に感想発表があるのですが、 

上学年の子どもたち数名が自発的に手を挙げて、 

１年生に対して思い思いに素敵な感想を述べてく 

れました。 

広い体育館の隅々まで聞こえるしっかりした声で 

全校生の前で感想を堂々と述べる姿は、本当に素晴 

らしいなと思いました。人前で話したり発表したり 

りするためには、脳と体のエンジンがかかっていなくてはなりません。あるパフォーマンス理論によ

ると、生理的覚醒（鼓動がはやくなるなど）が中程度のときに、最もパフォーマンスを発揮しやすい

とされています。 

普段、人前で話す機会が少ない人は、そもそも自分のエンジンのかけ方を知らないことがあるそう

です。やっぱり、人前で話す“はっぴょうの場数”を踏むことが、“はっぴょうのエンジン”を温め、

始動させることにつながるのだと思います。 

 

の朝に、大切だなと思ったこと… 
 ７日は二十四節気の「大雪」でした。夜中から雪が降り、子どもた 

ちが登校する頃は、積雪で辺り一面真っ白になりました。そのような 

中、通学路や歩道橋を見守り隊の皆様が除雪をしてくださいました。 

本当に有り難いなと思います。 

私たち教職員も除雪をしていたのですが、そこを通りかかった子ども 

たちから嬉しい言葉をかけられました。 

 

「雪かきをしてくれて、ありがとうございます！」 （２年生女子から） 

「校長先生、雪かき手伝いますか？」 （６年生男子から） 
 

本当に温かい気持ちなりました。本校では「気持ちの伝わるあいさつ」を大切にしていますが、 

相手を気遣うこんな「あいさつ」ができることは、人として本当に大切なことだなと思った大雪の朝

でした。 

英語特別課題 「イマジン」 
 学期末に差し掛かっても、暗唱に挑戦する 

子どもたちがいます。やる気が素晴らしいで 

すね！ ２学期もあと１１日。まだまだ挑戦 

を待っています。 

１年生の発表に対して感想を述べる子どもたち 

除雪をする見守り隊の方々 


